
 

 

 

 

 

第３９０回（令和７年１２月）三木市議会定例会における 

 

質 問 事 項          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     質問順 

月日 
１ ２ ３ 

１２月５日 川端 敦子 泉 雄太 又吉 健二 

１２月９日 内藤 博史 板東 聖悟 おぎはら 吉江 















 

質問番号 5  

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 （詳しく記入） 答 弁 者 

小中学校のプー

ル施設について 

①小中学校全校で水泳授業を民間委託した市

では、子ども達はレベルに応じた専門的な指

導で泳力が向上し、教員はプールの維持管理

の負担が減少し、今後の維持管理費と比較し

て民間委託の経費は半分以下になる等大きな

メリットがあったが、水泳授業の民間委託へ

の考えについて 

教育振興部長 

 

②三木市内外の公立・民間のプール施設数

と、授業利用の実施可否や移動時間等の調査

実施について 

   〃 

 

③夏休みのプール開放がほとんど無くなり、

既存の部活動が地域クラブ展開で無くなる中

で、今後の学校プール施設の在り方について 

   〃 

   

 

 

質問番号 6  

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 （詳しく記入） 答 弁 者 

エビデンスに基

づいた教育政策

の実施について 

①教育経済学という学術分野では、子どもの頃

の教育が大人になってからの就職、収入等に与

える影響を分析している。市は教育大綱「夢を

育み、未来を創る 三木の教育」の実現のた

め、研究結果やエビデンスに基づき効果のある

施策を行なっていく事への見解を問う。 

教育振興部長 

 

②学生時代にスポーツをする事、リーダーにな

る経験が将来の年収を上げるという研究があ

り、これらの経験が非認知能力を高めるのがそ

の理由と考えられている。非認知能力を高める

ための現状の取組について。 

   〃 

 

③幼児教育の質が高ければ、就学後の学力が高

くなるという研究がある。「保育環境評価スケ

ール」を活用した評価とその後の 1 時間程度の

フィードバックにより、幼児教育の質を見える

化し、改善していくことについて。 

   〃 

 

 〔 5 〕枚のうち〔 4 〕枚目  

 


































